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性理論において、 d+1次元の重力は以下のアインシュタイン・ヒjレベルト (Einstein-Hilbert ) 
作用に従う力学で記述されます。
s = 1 t:'!r r dd+lX.;=:9(R -2A)・ (1)
161rGN J 


































































































第0法関 熱平衡では逼度Tが一定 定営解では表面重力 κが一定
第 l法鄭 dE =TdS d1¥.1 = 81τ毛tj-pfiA 

























こでは最も代表的な刻として、 13+1次元、 λr= 4 SU(Nc) large一九超対者、ゲージ理論
で、トホーフト結合が無援大の極限をとった理論jを扱うことにします。この特殊な









































1 r (1-U4/UfJ2 JJ_2 . (1 I ~.4/~.4\ J:!2 ， L.21 s-=τ1-¥-'-1j _.4 I 丘 dt+ (1十句作。)dX'2 + du21 (3) 















2 =吉伸M (4) 
と書けることに注意したいと患います。ここでi，jの足はGから 3までを走るものとします。
これは Fefferman-Graham座標と呼ばれ、 Aく 8の(2)の解は必ずこの形で書けることが知



















f3 _n 1 _.n¥ 
ds2 = u-21 (ーが+diP) +ピ(ゴdt2+τdy2)+...+伽 2
-一一-ー~ ¥uu 均 / 
(6) 
3+1d metric 
stress tensor X (4πGN) 





となることが読み取れます。ここでdiag~ま対角成分を意味します。今、 GN = π/(2N;) でし







ます。これは地平議の単位面積を αとして α/(4GN)で与えられます。今の場合、 α=


























































































Tij (p + P)UiUj十 PgCO)匂
ーム伐ムベη(マ刷十守向 -25J?)? 寸十 (gi~)マ斗十ー~ 引3)l.'¥."'-." ..'" 3V K:~. --}''''''K:t _.J 
ここでdは流捧の4元速度 9、ム行主主(0均十uiujは空詞方向への射影テンソル、 (，ま隼讃粘
性率です。またマi~ま流体が定義されている 3+1 次元時空の座標系の計量 Bj? についての共
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d(T12) = -Phl~ -2η(ðr~2) 十・・・ =-P長官 +iw1}硲1+ ・・・・ (15) 
ここで r~2 はクリストッフェ}v (Christoffel) 記号であり、今の場合ðr~2= ~at五i?=i(-ω)五i?
で与えられることを用いました G 従って、 ηを読み取るには d(T12)の虚蔀のωの一次の孫数
を読めば良いことがわかります。








































が得られます。ここで αは地平線の単位面覆です。これを用いて、 (17)の右辺第2壌と (5)
を照らし合わせて応力・エネルギーテンソルの反正、を読み寂れば良いことになります。
以上を念頭におきながら計算を行うと、重力理論測から辻
(dT:叫 =(U)-i-52÷termsnot linear in(む)
4πGN4 





















































dム主却[d)山 j+d:i2十刊吋叫d仇u2つ] ρ 
となりますO この境界近傍の時空においては、次の 2種類の操作が等錨であることがわかり
ます。
12いかなる流体に対しても η/s2: 1/(4π)という限界が成立するという予想もたてられています [7}oこの程
界の成立については、きちんとした物性物理学からの謂究が望まれます。
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